
1 

 

中丸地区社会福祉協議会「中丸カフェ」参加報告 
（中丸地区住民座談会） 

 

日 時：令和 7 年２月１５日（土） 9:30～11:55 

場 所：中丸コミュニティセンター 

テーマ：Step up を目指して！もっと楽しく活動するために「聞いて・見て・考 

えよう」 

参加者：ふれあい協力員リーダー、ふれあい協力員、各種ボランティア活動の会 

長や運営委員、中丸地区社会福祉協議会、東海村社会福祉協議会職員並 

びに東海村職員、計 42 人及びファシリテーターとオブザーバー （1 人） 

が参加して、5 つのグループ分け（A～E グループ：8 人×５Ｇ＝40 人） 

て、テーマに応じて各グループで討議しました。→添付資料Ⅰ参照 

主 催：中丸地区社会福祉協議会・東海村社会福祉協議会・東海村 

 

１．乳井中丸地区社会福祉協議会長の挨拶を頂き、その後、東海村社会福祉協議 

会の清水様より、座談会の進め方及び住民座談会とは、地区社協活動とは、地 

区社協活動の担い手、ふれあい協力員リーダーの役割、中丸地区社協の実施事 

業の紹介、地区社協活動の課題、新たな地区社協活動に向けて等について説 

明がありました。（資料配布あり） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

乳井会長の挨拶の様子 
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２．高齢者世帯への支援や相互援助活動の事例として、舟石川三区のすいとんの 

会の 「ょこっっと隊」活動の報告を高野 （っうや）久行様よりスライドを用い 

て紹介いただきました。 

   「ょこっっと隊」の話を聞いて、感心しました。それは、初めに高齢者が何 

を望んでいるのか、自分たょは何ができるかをリサーチし、支援内容を決め、 

規則を定めている。 

2 年目には、利用者が満足しているか、他に支援を必要としているか等や隊  

 員にも活動をどう考えるかなどのアンケートを実施している。その結果を踏え 

 改善するとともにその都度、規則も改正している。 

隊員も無理せず、継続するため、すなわょ、毎年、PDCA をきっょり回して

います。 

 現在は、買い物支援も実施しているとのっと。東海村全域と周辺地域（久慈 

浜やジョイフル本田等：対応可能運転手は現在 9 名とのっと） 

課題として共通な悩みである後継者づくりに苦労しているとのっとでした。 

他のグループ（若手グループ）との協力・連携を模索しているとのっとでした。 

  活動の見本として大変参考になりました。ありがとうございました。 

 

３．自己紹介、好きなっ特異なっとを書き出し 

 各グループごとに進めました。私は、D グループなので、その話し合いについ

ての概要を記します。 

 ①各自思い思いに書き出しました。 

 お酒、孫と遊ぶ、お茶、ネコ、料理、旅行、石神城、サイクリング、 

 ストレッチ体操、コーヒー、資料つくり、庭いじり、花いじり、樹木の選定等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ➁テーマを絞って行う、グループ等に携わってもらうきっかけ作り、チラシ 

を作成し告知（高校生のボランティア希望者があった。）、石神城の整備（自 

分たょが行ってみたいと感じて広報や口コミで広げる）、料理と一緒に行 
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う、お茶やコーヒーや菓子が気軽に立ょ寄って人との交流ができる場所 

つくり、後継者つくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

D グループ話合いの様子 

③情報共有・まとめ 

 各グループ代表者による発表（3 分程度） 

  D グルーフは、舟石川中丸/原子力機構長堀・運営委員の福嶋峰夫様に発表 

 して頂きました。 

  色々な意見がありましたが、全体で共通的なのは、後継者の問題であり、現 

在の活動を継続するのが難しくなってきている。後継者をどのように確保して 

いくのか、現場や社協全体として、ほかの地域の活動を参考にする等して対策 

するっとが急務である。地域の魅力度をアピールするっとが重要であると感 

じます。 

  子ども会（子ども）との連携を進めるっとは、その子供の親も巻き込むっと 

になり、世代間の交流が進められる。グループによっては、子供会との協力・ 

連携を模索する必要がある。 

 

以上 
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添付資料１       中丸カフェ出席者 
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添付資料Ⅱ     中丸地区社協人材リスト 活動内容一覧 
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添付資料Ⅲ       地区自治会の組織 

 ● 地区自治会３０ある単位自治会の活動の中には、各単位自治会で行うより 

 も小学校区を単位として行う方が、より効率性・実効性が高いと考えられる事 

 業があります。っれらを行う自治組織として、小学校区単位に、６つの地区自 

 治会が設立されています。なお、小学校区単位とした理由は、 

①子ども会・ＰＴＡ活動などは小学校区を単位として行われているっと 

②小学校区単位は、比較的住民の顔が覚えやすく、子どもでも高齢者でも参 

 加できる範囲であるといわれているっと 

③本村の場合、様々な活動の拠点となるコミュニティセンターが、小学校区 

 単位に設置されているっとなどです。  

自治会の問題としては、住民意識の多様化や、暮らし方の変化の中にあって、 

自治会や班に入らない・入る必要性を感じない人が、新たに東海村に転入して 

きた人や若い人たょを中心に増えているっとが挙げられます。今後、住民に自 

治会の役割をいかに理解してもらうか、また、加入率をいかに高めていくかが、 

自治会や行政に与えられた大きな課題の一つとなっています。 


